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☆　はじめに☆　はじめに

　3 月になりました。もう春です。豪雪に
日本中が大変だったこともありました。筆
者の暮らす伊豆の高原でも 3 日程外出でき
ない積雪が今年はありました。おまけに我
が家の水道管が凍り給湯器が故障、DIY し
て修理するまで 5 日間水が使えませんで
した。それももう終わりです。春の陽気に
気分も良く毎日を過ごしています。皆様は
いかがお過ごしでしょうか？世の中はまも
なく新年度を迎えます。物価高や様々な課
題もありますが前向きに日々過ごしたいと
思っています。さて今回のスタジオ夜話、
前回は面倒くさいジャンルの屁理屈的なお
話でした。今回は「もったいない！ SDGs
のお話」として趣味のオーディオ、高度成
長期昭和のオーディオを取り上げてみまし
た。「S」＝趣味的に。趣味的なお話ですの
でかなり筆者の個人的意見のお話になりま
す。お付き合いのほどよろしくお願いいた
します。

☆「SDGs」について
　そもそも SDGs っていったい何なんで
しょう？ SDGs は直訳すると「Sustain-
able Development Goals」の略で「持続
可能な開発目標」という意味のことです。
では「持続可能な開発目標」とは？。将来
のために地球環境や資源を守り、今の状態
を維持することをいますが漠然としていま
す。そこで 2015 年の国連サミットで採択
された SDGs には、2030 年までに達成
すべき 17 の目標が掲げられました。
1）人や国の不平等をゼロに
2）飢餓をゼロに
3）貧困をゼロに 
4）すべての人に健康と福祉を 
5）気候変動に具体的な対策 
6）安全な水とトイレを世界中に 
7）クリーンなエネルギーを全ての人に 
8） 経済成長と働きがい 
9）産業や技術革新の基盤整備 
10）質の高い教育の普及 
11）住み続けられる住環境創り 
12）つくる責任、つかう責任
13）ジェンダー平等 

14）海の自然を守る 
15）陸の自然を守る 
16）全人類の平和と公正 
17）パートナーシップで SDGs 目標を達成

（順不同）です。
　筆者がこのスタジオ夜話でよくお話する

「20 年乗れる自家用車」のお話や今回の 
「もったいない！ SDGs」のお話もこの 17
目標の中の一部なのですが、国連サミット
採択内容よりも何か言い方が下世話な感じ
がするのですが本質は同じところにあると
信じています。

☆　昭和の家電「オーディオ編」
　昨今レコードやカセットテープが再び注
目を集めています。今話題となっている昭
和の家電とはいったい何なんでしょう？。
昭和の家電とは 1950 〜 70 年代（昭和
30 〜 40 年代）高度経済成長期を支えた
生活家電のことです。3 種の神器と言われ
る白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫。また電話
機や花柄の炊飯器や電気ポット、テレビの
リモコンなどが代表的なものです。ポップ
な花柄の炊飯器、温かみのあるデザインや
機能性が現在「レトロ家電」として再評価
されてます。現在でも家電量販店ビッグカ
メラなどではデザインは昭和のレトロ風、
中身は現在の部品を使ったレコードプレー
ヤやトースターなどが販売されています。
さすがに場所を取る家具調の木製テレビや
ステレオセットなどは販売されていません
がオークションなどでは注目されています。
今回はそうした昭和家電、中でも「オーディ
オ製品」にスタジオ夜話的に焦点をあてて
みました。

☆　昭和の家電「オーディオ編」Ⅰ
　現在（執筆時）1 ドル 155 円です。か
つて 1949 年から 1971 年まで日本が戦
後 GHQ の経済政策「ドッジ・ライン」に
基づき、1 米ドル＝ 360 円の固定相場制
を採用していた時代がありました。昭和
24 年～昭和 46 年までです。正にこの時
代が昭和家電普及の全盛時代です。高度成
長時代でもあり各家庭の経済も発展して行
きました。サラリーマンの海外渡航も増え
お土産にはジョニーウォーカーの洋酒など
が流行、当時は 1 ドル 360 円なので洋酒

の価格はとんでもない高価なものでした。
　家庭にはそうしたお土産の洋酒を飾る（飲
むではない飾る？）サイドボードが 6 畳ぐ
らいの応接間にデンと据え置かれていまし
た。音楽産業も日本の流行歌とともに洋楽
も多く聞かれるようになりサイドボードの
隣には家具調の木製テレビやステレオセッ
トなどが置かれていたのです。趣味のオー
ディオの起源です。当時普及したステレオ
セットはスピーカー、レコードプレヤー、
チューナーなどが一体化したものが主流で、
メーカーもコロンビアやビクターといった
ものが多く出回っていました。もちろん真
空管式です。現在でもオークションなどで
1 万円ぐらいから取引されています。筆者
も知人に頼まれ何台か購入して整備しまし
た。若干の改造をするとかなり「好い音」
でレコードが楽しめます。また場所は取り
ますがそのデザインが年代物のスコッチを
楽しみながらレコードを聴く何とも言えな
い雰囲気を醸し出します。昭和 40 年代に
なると一体型から左右スピーカーを分離し
たセパレート型が普及、またそれと前後し
てアンプやチューナー、スピーカーなどを
好みにあわせて組み合わせられるコンポー
ネントスタイル全盛の時代となります。パ
イオニアやトリオ、サンスイといったメー
カーはその前からありましたがこの時代が
全盛期と言えるでしょう。パイオニアは福
音商会電機製作所、スピーカーメーカーと
して創業。トリオは有限会社春日無線電機
商会、無線機器メーカーでチューナーで人
気を博しました。サンスイは真空管アンプ
の必需部品の変圧器（トランス）メーカー
で山水電気製作所と言いました。昭和家電

「オーディオ」の歴史はここから始まります。

☆　昭和の家電「オーディオ編」Ⅱ
　昭和の 20 年代まではオーディオはごく
一部のマニアのものでした。概ねレコード
は電蓄で聴く。「電蓄」とは箱の中に安価な
プレーヤーとアンプが内蔵されたレコード
プレヤーのことですが、それとて一般家庭
にはそれ程普及はしていませんでした。そ
もそもレコードで音楽を聴くこと自体お洒
落なものだったのです。音楽はラジオでと
いうのが定番でした。そのラジオも高価な
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もので戦前から戦後、一般家庭には一台あ
るかといったものでした。そこで電子工作
ができるオヤジや少年が東京神田の電気街
や大阪市浪速区の日本橋で部品を集め自作
を始めたのです。並 4（最もシンプルな真
空管ラジオ）とか、高級な 5 球スーパー
とかのラジオです。オーディオの自作もこ
の流れの中で進歩して行きます。海外製の
超高級な製品（テレフンケンや RCA 等々）
も自作でコピーといった感じです。また無
い部品は作ります。筆者もかつてはトラン
スなどを巻いたこともあります。釣りのリー
ルみたいなものにメカニカルなカウンター
が付属していて線材の巻き数がわかるよう
になっていました。とても野蛮なものでし
たが手間さえ惜しまなければ実用十分なト
ランスが完成します。最初はテスターだけ
で自作していました。多くの自作派は創意
と工夫でテスター一丁です。ブリッジ回路
を組みコンデンサーやコイルの時定数も測
ります。部品は現在何でも安価で手に入る
とても良い時代なのですが何故か自作派は
絶滅危惧種となっています。が絶滅危惧種
にとって昭和家電のオーディオは、SDGs
的に 12）つくる責任、つかう責任の範囲
内で永遠に不滅なのです。例えば真空管ア
ンプは決して高価なものではありません。
使う部品や回路構成によってその価格が決
まります。またそれによって「音が良く」
なるわけでもありません。（電気的スペック
の向上には影響）安価な構成でも「好い音」
で十分楽しめたのが昭和家電、自作派のオー
ディオだったのです。　

☆　昭和の家電「オーディオ編」Ⅲ
　かろうじて読者皆様もパイオニアやトリ
オ、サンスイといった国内オーディオメー
カーや JBL, マッキン、マランツ、などと
いう海外オーディオメーカーをご存じだと
思います。この国内 3 社は昭和家電全盛の
ころ普及機から高級機まで扱っていました。
海外メーカー製のものは超高級機です。価
格も一桁違いました。今現在も筆者宅にあ
りますがマランツ＃ 7 の EQ アンプ自作コ
ピーは優れモノです。またその後マッキン
の C22 もコピーして作りました。どちら
も製作費は当時 1 万円ぐらいで出来た記憶
があります。見た目はシャーシむき出しの
無骨なものですが形にこだわらなければ十
分な性能です。趣味ですからデザインやオ
リジナルが大切と思う方は何十万かけても

良いでしょう。オークションで購入できま
す。今回の昭和の家電「オーディオ編」の
テーマはそこではありません。もったいな
い！ SDGs のお話なのです。SDGs 的に 
12）つくる責任、つかう責任の範囲内を考
えてみます。読者皆様は自分で修理する権
利がある。ということをご存じでしょうか？
世の中のあらゆる製品を購入して壊れたら
自分で修理する権利のことです。勿論自己
責任で修理するのですがそのための情報は
メーカーが隠してはいけないというもので
す。メーカーは製品の製造にかかわる情報
を購入者に提供しなくてはならないのです。
修理方法などではありませんのでお間違い
なく。少なくとも現行品であればその回路
に使われている部品の時定数などは提供し
なくてはいけないのです。さてそこで昭和
の家電「オーディオ編」となるわけですが、
さすがにメーカーでも当時物の情報がない
ことが多いのです。しかし電子部品は汎用
性の高いものが多数使用されていました。
また代替え品も多数存在します。創意工夫
で回路変更などもし易いのが昭和家電の良
い所です。わかる範囲でメーカーから情報
を取得して自己責任で修理する。昭和の家
電「オーディオ」の醍醐味です。もったい
ない！ SDGs のお話「音編」です。

☆　昭和の家電「オーディオ編」Ⅳ
　オークションサイトをご覧ください。多
くの昭和家電「オーディオ製品」が出回っ
ています。概ねきれいなメーカー製真空管
アンプは販売当時の定価と同じぐらいの価
格やそれを遥かに上回るプレミア付の価格
で販売されています。筆者に言わせれば「馬
鹿な金持ち趣味オヤジ世界」のオークショ
ン価格だと思います。注目すべきは安価な
昭和家電「オーディオ製品」とジャンク物
です。ほとんどが壊れていたりするのです
が接触不良などの故障が大半です。また当
時のものは回路構成などに特殊なものが少
なく、筆者はともかくとして読者皆様は工
学部系の技術者の方が多いと思うので修理
は出来ると思います。音の出ないアンプな
どジャンクをハードオフやオークションサ
イトなどで購入、大半は文系出身の筆者で
もなんとかなります。先日サンスイのチャ
ンネルデバイダーを 1500 円で購入してき
ました。現在掃除と基本動作のチェックを
終わりました。最初は音が出たり出なかっ
たり、パイロットランプは点灯せずと酷い

ものでしたが見た目はキレイになりました。
また接触不良などもクリーナーと接点復活
剤で、ボリュームのガリはボリューム交換
で使えるところまできました。あとは測定
して問題があれば調整するだけです。我が
家のシステムをマルチ駆動してみます。と
ジャンクはお宝です。確かに現在の製品は
安価で高性能なのでそれも良し。しかしお
薦めは昭和家電「オーディオ製品」とジャ
ンク物。当時高級機でも現在は非常に安価
なジャンクが多数出回っています。以前お
話しましたがハードオフでラックス SQ38
の皮を被った自作アンプが売られていまし
た。全てのトランスが非常に安価なものに
変更、パワー段もシングル多極管です。プ
リアンプ部分は若干の変更はありましたが
ほぼオリジナルのままでした。筆者からす
ると価格は高価でした 75000 円。しかし
この SQ38 の皮を被った自作アンプの製
作者の技術力は凄いと思います。SQ38 の
皮だけオークションサイトで時々見かけま
す。筆者もかなり外観の程度が良いものを
14000 円で購入しました。勿論トランス
類や真空管類は全てありません。暇な時に
コツコツと自作しようと思っています。プ
リアンプ部分の復旧ならば後 20000 円も
かければ蘇ります。34000 円で当時の高
級真空管プリアンプが実現できます。安価
な昭和のリアル家電「オーディオ製品」を
ジャンクで購入、いつまでも修理して使い
ましょう。音は決して悪くありません。もっ
たいない！ SDGs のお話「オーディオ製品」
です。

☆ 次回は☆ 次回は
　今回はもったいない！ SDGs のお話、昭
和家電「オーディオ製品」について「S」
＝趣味的的に捉えてみました。今回は筆者
の独断と偏見でのお話となりました。所詮
オーディオなんて・・・と考えるとおもし
ろいものです。喧々諤々と語ることに意味
があるのでしょうか？多くの評論家やプロ
の方が私などに揶揄されないよう専門家と
しての良識を、と思います。プロオーディ
オを語るのも良いのですがほどほどに・・・。
まもなく新年度を迎えます。フレッシュな
新人やピカピカの一年生！皆様のご健康を
お祈りいたします。次回？もスタジオ夜話
よろしくお願いいたします。

ー 森田　雅行 ー


